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2．個別指標

（全　　体）	 当連合会のアンケート調査（11月）では、景況観は円安基調で推移するなかで、輸出や設備
投資の増加、株価の上昇などから、製造業・非製造業ともに大幅に改善した。先行き（2〜
3カ月先）はやや慎重な見方となるも、引き続き高水準を維持する見通しとなっている。

（個別指標）	 生産動向は横這いで推移し、雇用は高水準を維持している。

1．概　　況

景気・経済動向 （平成29年10月データ、11月アンケート調査等から）


